（4）事業報告

	1．3月度例会

　 日時：3月21日（土）14：00～16：40　場所：長久手文化の家　光のホール

　 出席者数：JC会員37名　オブザーバ7名　出席者合計44名
　 テーマ：「誇りの持てる日本～近現代史～」

第1部 協働運動の概要と近現代史教育のすすめ

第2部 講演　竹内睦泰氏

	2．5月度例会

　 日時：5月16日（土）12：00～16：30　場所：長久手町中央図書館　2F  AVルーム

　 出席者数：JC会員34名　一般6名　出席者合計40名
テーマ：「議論百出」　～ディベートを通して見える環境とエネルギー～
   　　　　講師：長谷部浩一氏

	3．8月度例会
　 日時：2009年8月22日（土）　11:00～16:30　場所：三好町サンアート　大ホール

　 出席者数：JC会員34名　一般362名　出席者合計403名
　　テーマ：「大切な地球　美しい自然を　煌めきある子供達のために」

第1部 基調講演　石原良純氏

第2部 特別講座　田中優氏
第3部 パネルディスカッション　石原良純氏・田中優氏・広田奈津子氏・
（社）愛知中央青年会議所理事長 服部恭士

	4. 協働運動セミナー1

　 日時：4月16日（木）18:30～20：30　場所：保田ヶ池センター　2階大集会室

　 出席者数：JC会員31名　一般9名　出席者合計40名
　 テーマ：「ディベートを通して養う話す力・聞く力・まとめる力」

第1部 ディベート基本編「ディベートとは？」
第2部 ディベート応用編「リンクマップを作ろう！」
　　　　講師：長谷部浩一氏

	5．協働運動セミナー2

日時：11月20日（金）18:30～21：00　場所：保田ヶ池センター　2階大集会室

　 出席者数：JC会員23名　オブザーバ9名　出席者合計32名
　 テーマ：「百年先へのかけ橋　てらこやネットワークのススメ」

第1部 DVD「誇り」の視聴とグループディスカッション
第2部 講演　湯澤大地先輩

	6．会員拡大

　　この地域において積極的に活動できる資質と志あるメンバーを発掘し、一人がひとりを会員拡大することを目標としたが、メンバー全員が達成することができなかった。


（5）まとめ（結果・評価）

	協働運動実践委員会は、ラポール（信頼関係）というキーワードのもとに、人と人との架け橋をきっかけにして、先人から学び次世代に伝える縦糸と同じ志を持つもの同士が協力して共に行動する横糸とを絡み合わせる活動してまいりました。その手法としては、地域の百年先（みらい）が煌めくための絆を築く事業として、社団法人日本青年会議所の推し進める協働運動の事業を社団法人愛知中央青年会議所ならではの事業に発展して実践してまいりました。

3月度例会においては、竹内睦泰（たけうち　むつひろ）先生をお招きして”誇りの持てる近現代史”をテーマに「自分の国の歴史を知らない人は真の国際人ではない。自分探しの前に自分の国の歴史をおさえてアイデンティティーを確立してください！」と高い志と情熱をもって講演をしていただきました。我々JAYCEEも、日本の国の歩みと教訓を主体的に学び、次世代に継承する責任世代として今回の例会がそのきっかけとなった意義ある事業になりました。

5月度例会においては、環境教育をディベートという手法を用いて地域の中学生と青年会議所の大人たちとで一緒になって考えてみました。ディベートの勝ち負けに拘らず、環境とエネルギーを多角的に、地域住民と共にみんなで理解してみようという趣旨から「えっそうなの！」とか「知らなかった」など立場が違えば世界の見え方も変わることが理解できました。中学生と青年会議所の大人が本音で意見をぶつけ合うことで新しい世界がきっと見えたことと思います。今回の事業を褒賞事業に申請し、審査員からは好評を得ましたが、残念ながら最終選考までに至りませんでした。

8月度例会においては、2010年に開催されるCOP10をテーマに、環境とエネルギーの仕組みを大きな視野で地域住民と共に理解して、地域の観点から何ができるかを公開例会として行いました。省エネ製品への切り替えやエネルギーの地産地消という点で、地域住民の方々に伝播啓蒙することができました。

協働運動セミナーについては、「ディベート」と「てらこや事業」を学び、我々JAYCEEが地域において期待できる事業をメンバーに対して行いました。中学校でのディベートの普及やてらこやネットワークへの参加のように、メンバーが共感していただくことで、次年度以降の活動にも参考になる事業を展開することができました。この点において一定の相乗効果をもたらしたと考えています。

会員拡大においては、この地域において積極的に活動できる資質と志あるメンバーを発掘し、一人がひとりを会員拡大することを目標としました。まずは、声掛けからアプローチをして、委員会に見学という形で我々の青年会議所活動を理解いただくことに力を注いだが、残念ながら会員拡大に繋がりませんでした。
当委員会は、兼務委員を含めて17名で構成されています。委員会の運営は、兼務委員の皆さんが所属する委員会開催日とが重複しないように配慮したり、合同の委員会を開催したりと努力を致しました。多くのメンバーによる知恵と工夫をいただくことで、メンバー同士に橋を架けることができました。

本年度の事業を総括すると、基本方針にある先人から学び次世代に伝える縦糸は、歴史や文化を学ぶ動機付けを養うことができました。一方、事業全般において動員を達成をすることができず、同じ志を持つもの同士が協力して共に行動する横糸は、十分とは言えませんでした。しかしながら、数は少ないですが、共に行動していただいた方の絆という糸は、太く強固なものです。本年度の協働運動実践委員会の事業によって、JAYCEEが輝くため、百年先（みらい）が輝くための貴重な一歩を踏み出すことができたと思います。

最後に私共、協働運動実践委員会を一年間ご支援していただきました、スタッフの皆様はじめ理事の皆様、LOMメンバーの皆様に心より感謝を申し上げます。皆様のお支えのおかげで委員会メンバー一人ひとりが日本の百年先（みらい）・地域の百年先（みらい）を築くために主体的に取り組むことができました。自信と誇りを持って、大変良い実りある事業を成功させることができました。心より感謝申し上げます。ありがとうございました。


